
ｐ：質量パーセント濃度（％）

ｄ：密度（ｇ/cm3）

M:モル質量（g/mol）

H２SO4＝９８なので

     10×９８.0×1.84
c=―――――――――＝18.4(mol/L)　　
            98

解説（１）

　
　　 
ｃ（mol/L）=　　　　　＝　　

１０ｐｄ
―――
 　M

   ｐ
―――×１０００d
 １００
――――――――
　　　　　M

化学メインの人は右側の形で

公式を使うのが最も簡単濃度の変換

Mの原子量をｘとすると

解説（２）

Mの物質量は
　5４.0　
―――― （mol）
　　x　　

２M２O　→　４M　＋　O2

O2＝３２より
４.０　　 １
――＝――（mol）
３２　　　８

5４.0　　　　１
―――　：　――　＝　４　：　１　
　 x　　　　　 ８

ｘ＝１０８

生じた酸素
５８.０－５４.０＝４.０(g)

質量保存の法則

係数比＝
物質量比

別解

M2O＝２ｘ＋１６

２ｘ＋１６：２ｘ＝５８．０：５４．０

モル質量比
＝質量比

M2O M2Oの
M2個分

ｘ＝１０８反応式を使う方が思いつき
やすい

濃度の変換公式



解説（３）

Al＝２７
 5.4
―――＝０.2(mol)　　
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Al・・・物質量求められる

Ａｌの物質量から考えていく

2Al + 6HCl → 2AlCl3 + 3H2

HCｌは0.2×３＝0.6(mol)

HCｌ＝36.5より

0.6×36.5＝21.9(g)

係数比＝物質量比

HCｌをx(g)とすると

 21.9
―――×100＝25　　
 　ｘ

x＝８７．６（g)　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　     
                                    溶質(g)
質量パーセント濃度（%）＝―――――×100
　　　　　　　　　　　　　　　　    溶液(g)よって８８(g)

ＨＣｌの質量＝溶質の質量

ＨＣｌ水溶液の溶液の
質量を求めればよい

解説（４）

C3H8　＋ 5O２　→ 3CO２　＋ 4H2O

前

反

後

 　5.0　　　 ３0　　   　  ０　　　　  　０

－5.0　　－２５　　  ＋１５　　　 （＋２０）

　　  0　　　　 ５　　  　 １５　　　 （ 　２０）
反応量だけ

係数比＝物質量比

与えられた量も求める量も気体の体積（同温同圧）
のときは体積のまま考えることができる

水は液体になる（問題文より）
ので体積は無視する

５＋１５＝２０（Ｌ）

反応物（プロパンと酸素）両方の量が与えられている

どちらか（プロパンか酸素）が余っている

必ず表を
かくこと


